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1.はじめに 

一宮の市街地の起源は，江戸期に真清田神社の門

前で開かれた三八市と呼ばれた定期市であった．明

治時代に入ると，日本各地で鉄道敷設が行われるが，

特に尾張地方は 100 を超える鉄道敷設計画が提出さ

れるほど鉄道敷設運動が盛んであった１）．その中で

一宮周辺に着目すると，1889（明治 22）年に全線開

通した官設鉄道をはじめ，複数の私設鉄道が多岐に

敷設されている（図-1２））．また，尾西地方では，明

治から大正期にかけて毛織物の工業が確立し，織物

生産が急激に増加した．このような流れの中，一宮

では鉄道駅を中心に市街地が拡大し，1921（大正 10）

年に市制施行され，1925（大正 14）年には都市計画

法が適用されている．人口は 1910（明治 43）年か

ら 1924（大正 13）年の 14 年間で 70％の増加をし

ている． 

 本研究では，近代に整備された一宮周辺の流通基

盤，尾西地方の工業における資本の流れ，それらを

けん引した立場の思惑に焦点を置きつつ，一宮が都

市として急拡大した要因を工業形態の変容という面

から明らかにすることを目的とする．物理的な市街

地形成の状態を把握することの他，都市成長の要因

を説明するための諸項目は，現在のところ以下のよ

うなものがあると考えられる． 

 

2.尾西鉄道について 

1895（明治 28）年，草津-四日市-弥富-名古屋にお

いて開通した関西鉄道の支線として弥富-津島に鉄

道を敷設するべく，翌年に神戸分左衛門，青樹英二

ほか 12名の地元有志によって尾西鉄道株式会社（以

下尾鉄と略す）が設立された．そして，1898（明治

31）年に弥富-津島，1900（明治 33）年に津島-新一

宮が開通した３）． 

鉄は本社を津島においており４），発起人と創業時の

役員構成は一宮出身の人物は少なく，津島出身の者

が最も多い（表-1５））．津島紡績の役員を兼ねている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 尾張地方における昭和 2年時の鉄道網 

 

表-1 尾西鉄道の発起人一覧 

 

人物も多かった．尾鉄の社長である青樹英二は，津

島紡績社長でもあり，原料糸を他地域に依存してい

た津島の産業を打破しようと考えていた．そして津

島で原料綿糸を自給すべく，紡績会社設立を決意し

たとされる．また，青樹英二は津島紡績や尾鉄以外

の事業にも着手しており，津島周辺の新興意識が高

かったとされている６）．尾鉄は，津島活性化を目的
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として，青樹英二が津島の有力者を集め組織したこ

とが仮説として予測される． 

 

3.織物業形態の変遷 

 尾西地方の織物業において，明治前期は織元が賃

織農家と呼ばれる副業的に織物業を営む農家を組織

する問屋制的支配が成立していた．しかし，明治中

期以降にその中からマニュファクチュアと呼ばれる

工場制手工業による経営形態が確立されると，織元

を中心とした問屋制と並んでマニュファクチュア経

営が急速に発展し，これら二つの経営形態が尾西地

方に広汎に展開されるようになる７）． 

その後，1912（明治 45）年に設立された一宮電気

株式会社による電動力の普及，毛織物の発達がみら

れるようになると，第一次世界大戦の頃から尾西地

方でも力織機が急速に普及し，問屋制・マニュファ

クチュア経営から力織機を用いた中小規模の機械制

工場へ発展した． 

 

4.一宮電気株式会社について 

1912（明治 45）年に一宮電気株式会社が設立され

た．発足当初の役員には，土川弥七郎（一宮銀行頭

取・石油商）・佐分慎一郎（一宮銀行取締役）・豊島

半七（綿糸商）・豊島正七（綿糸商）らの地元一宮町

出身者が名を連ねている８）． 

1916（大正 5）年には愛知電気工業株式会社を合

併しているが，合併の頃から織物業への電動力の導

入が急激に増加し，電力需要が伸長した一方で供給

力不足を招く．さらに 1919（大正 8）年に電力料金

の値上げに絡み需要家との間で対立を起こし，一宮

町との間でも報償契約の改訂をめぐって紛争が生じ

る９）．こうした中の 1920（大正 9）年，一宮電気は

名古屋電灯株式会社に合併される１０）． 

 

5.外部資本の参入 

 毛織物が発展するにつれて，1907（明治 40）年に

一宮紡績を合併しできた大日本紡績一宮工場１１）を

はじめとして，1929（昭和 4）年の東洋紡績一宮工

場１２），1932（昭和 7）年の昭和毛糸紡績工場１３）な

ど外部資本による大規模工場の立地が目立つように

なる．（図-2１４）） 

 

図-2 昭和初期の一宮の工場立地 

6.まとめ 

一宮が市制施行され，都市計画法が適用されるま

での市街地発展においては，以上のような与条件が

確認された．すなわち，鉄道敷設や電動力の普及な

どのインフラ整備の向上，それに伴う織物業形態の

変遷が考えられる．これら与条件にはそれぞれどの

ような背景と関係する立場の思惑があったのだろう

か．一宮の都市形成の要因はこれらを整理し，互い

がどのような因果関係にあったかを整理することで

明らかにされるであろう． 
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